
研
究
論
文日

本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン
の
背

景

、

影

響

、

問

題

点

、

今
後

の
展
開

に
つ
い
て

白

井

進

国 際 経 営』フ ォ ー ラ ムNa.9

1

目

次
1

は
じ

め

に

第

一
章

第

二
章

第

三
章

第

四
章

第

五
章

は
じ
め
に

日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン

の
内

容

日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン

の
背
景

日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン
施

〃策
発

表
後

の
影
響

日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン

の
問
題

点

今

後

の
展

開

平
成

八
年

十

一
月

に
橋

本

内
閣

が
急

遽

提
起

し

た

日
本
版

ビ

ッ

グ

バ

ン
は

、
金

融
界

に

大
き

な
波
紋

を

投
げ

か
け

日
を
追

う

ご

と

に
各

企

業

に
お

い
て
そ

の
対
応
策
・が
検

討

さ

れ
、

具

体
的

な

動
き

が

出

て

い
る
。

戦

後

最
悪

の
日
本

経
済

の
危

機

的

な
閉
塞

状

況

の
下
、

そ

こ
か

ら

の
脱

出

を
悲

願

し
提

起

さ

れ

た

こ

の
提
案

は
そ

の
後

各

審
議

会

の
検

討

を
踏

ま

え
、

個

々

の
分
野

に
お

い
て
青

写
真

が

具

体

化
し

つ

つ
あ
り

、

一
部

は

既

に
法
制

化

さ

れ

又

は
政
令

に
よ
り

実
施

の

段

階

に
あ

る
。

そ

の

一
方

で
第

一
勧

業

銀

行

の
総

会

屋

に
対
す

る

不

正
融

資
事

件

に
端

を

発
し

、

野

村

証
券

・
山

一
証
券

・
大
和

証

券

・
日
興

証
券

の

四
大

証
券

を

網
羅

し
た

経
営

ト

ッ
プ

ク

ラ

ス

の

大
量

検

挙

に

発
展

し

た
未
曽

有

の

一
大
金

融

不
祥
事

件

の
発

生
、

太
平

洋

銀
行

・
阪

和

銀
行

・
京

都

協

栄

銀
行

等
々

の
地

銀

の
連

続

倒
産

に
続

き

、

昨
年

十

一
月

に

は

一
〇

〇
年

の
歴

史

を
持

つ
北
海

道
拓

殖

銀
行

の
倒
産

や

山

一
証
券

の
自

主
廃
業

な

ど

昭
和

初

期

の

金

融
恐

慌

以
上

と
言

わ

れ

る
金

融

不

安

が
生

じ
た
。

現
在

本
問

題
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に

つ

い
て

の
世

論

は
「
ビ

ッ
グ

バ

ン
を

早

め

ろ
」
と
言

う
意

見

と
、

「
ビ

ッ
グ

バ

ン
ど

こ
ろ

で
は

な
く

当

面

の
金

融

不
安

解

消

が
先

決

で

あ

る
」

と

の
意

見

の
両

論

が

入
り

交

じ

っ
て

い
る

状

況

で

あ

る
。本

稿

は

現
時

点

に
お

い
て
、

今

後

の

日
本

経

済

及
び

政

治

に
抜

本

的

な
影
響

を
与

え
る

こ

の
政
策

に

つ
き
、

そ

の
背

景

.
影

響

.

問

題
点

を

整

理

し

そ
れ

に
基

づ

く
今

後

の
展
望

に

つ
き

私
見

を
纏

め
た

も

の
で
あ

る
。

日
本

版
ビ

ッ
グ

バ

ン
は

単

な

る
経

済

政
叢
-で

は
な

く
、

当
初

か
ら
橋

本

内
閣

の
六

つ

の
改
革

の

一
つ
の
柱

で
あ

る
点

よ

り
、

優

れ

て
政
治

的

政
策

で
あ
り

、

当
然
現

在

の

世
界

資

本

主

義

体
制

に

つ

い
て

の
見
方

に
も

絡

み
、

経

済
学

的

見

地
か

ら

の
検

討
も
要

す

る
極

め
て
本

源
的

な
要
素

を
含

ん

で

お
り

、

更

に

深

め

る

べ
き

課
題

で
あ

る

が
、

取
り

敢

え
ず

問

題

提

起

的
見

地
よ

り
纏

め

た
も

の
で
あ

る
。

従

っ
て
本
稿

は
序
論

的

な

も

の

と
し

て

理
解

し

て

い
た

だ

き

た

い
。

第

一
章

日
本
版
ビ

ッ
グ

バ

ン
の
内
容

日
本
版

ビ

ッ
グ

バ

ン
に

つ
い
て
は
、

政

財
界

、

学
者

、

評

論

家

等

の
方

々

の
多

く

の
本

が
書
店

の
店

頭

を
賑

わ

し

て
お

り
、

経

営

者

や

従
業

員

は
自

分

の
仕
事

の
関
係

や
将

来

の
不
安

も

あ

り
、

大

き

な
関

心
を

持

っ
て
読

ん

で

い
る
。

本

の
内

容

は

か

な
り

具

体
的

な

施
策
・の
説

明

と
そ

の
影

響

に

つ
い
て
纏

め
た

も

の
が
多

い
が
、

本
質

に

つ
き

深

く
掘

り

下
げ

た
も

の
は
極

め

て
少

な

い
。

こ
れ

は

一
般

の
ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム
が

小
選

挙

区

の
プ

ロ
パ

ガ

ン
ダ

の
時

と

似
た

ト

ー

ン
で
賛

成

の
立

場

か
ら

「
更

に
早

め

ろ
」

と

い
う

調

子

の
社
説

ま

で

出
し

て

い
る
状

況

下
で
、

反
対

論

は

出
し

難

く
、
「
も

の
言

え
ば

唇
寒

し

ビ

ッ
グ

バ

ン
」

の
言

葉

が

ひ
そ

か

に
さ

さ

や

か

れ

る
よ

う

な

世
情

を

反

映

し

て

い
る
よ

う

に
思

え
る
。

従

っ
て
本
稿

は

反
対

論

の
立
場

の
声

も

反
映
し

な

が
ら

、

進

め

る

こ

と
と
す

る
。

ビ

ッ
グ

バ

ン

の
出

さ

れ
た
背

景

を
考

え

る
前

提

と
し

て
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
そ

の
も

の
の
内
容

に

つ
き

知
る

必
要

が
あ

る

の

で
、

ま

つ
簡

単

に
纏

め

て
見

る

こ
と

と
し

た

い
。

た
だ

し

項

目

は
決

ま

っ
て

い
る

が

そ

の
詳

細

な
内
容

に

つ

い
て

は
各
審

議

会

や

大
蔵

当

局

で
検

討

中

の
も

の
も

多

い
の
で
、

不
透

明

な

項

目

に

つ

い
て

は
、

簡

単

に
触

れ

る

か

又
は

省
略

し
、

基

本
的

な

も

の
に

重

点

を

お

い
て
纏

め
た

の
で

ご

了
承
願

い
た

い
。

、

橋
本

内

閣

の
六

つ
の
改
革

の

一
つ

の
柱

ビ

ッ
グ

バ

ン
は
橋

本

内

閣

が
昨

年
十

一
月

発
表

し

た

六

つ
の

改
革

の

一
つ
の
柱

で

あ
り

、

そ

れ

ぞ
れ
密

接

な
関

係

が
あ
り

総

合

的

に
見

な

い
と
本
質

を
見

誤

り

か

ね
な

い
内
容

を
含

ん

で

い

る
。

六

つ
の
柱

と
は

*
金

融

シ

ス
テ

ム

改
革

経

済
構

造

改
革
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財
政
構
造
改
革

行
政
改
革

社
会
保
障
構
造

改
革

教
育

改
革

の
六
課
題

で
あ
る
。

こ
れ
ら

は
そ
れ
ぞ
れ

の
審
議
会

(政
財
界

・
学
識
経
験
者
を

中

心
に
政
府
が
任
命
し
構
成
)

で
検
討
し
、
内
閣

に
報
告

し
、

法
制
化
も
し
く
は
法
令

に
よ
り
実
施
す

る
も

の
で
現
時
点

で
実

施

又
は
実
施

が
予
定
さ
れ
た
主
な
も

の
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

の

金
融
シ
ス
テ
ム
改
革

.
外
為
法
改
正

(原
則
自
由
化
、
外
国
為
替
公
認
銀
行
制
度
廃

止
等
、
本
年

四
月
実
施
予
定
)

.
独
占
禁
止
法

の
改
正

(純
粋
持
株
会
社
制
度
、
金
融
持
株
会

社

の
創
設
)

@

経
済
構
造
改
革

・
特

に
な
し

財
政
構
造

改
革

・
消
費

税
五
%

に
引
き
上
げ

.
年
金

.
医
療
保
険
な
ど
福
祉
抑
制
を
中

心
と
し
た
財
政
構
造

改
革
基
本
路
線
を
審
議

会
で
決
定

具
体
案
検

討
中

.
当
面

の
金
融
不
安
解
消

の
名

目
で

一
〇
兆
円

の
赤
字
国
債
発

行
を
含
む
総

額
三
〇
兆
円

の
金
融
機
関

に
対
す

る
公
的
資
金

援

助
策

を
本
年
度

の
通
常
国
会

で
提
案

可
決
施
行
中

㈲

行
政
改
革

.
大
蔵
省
改
革

(銀
行
局

と
証
券
局

の
合
併
、
金
融
監
督
庁
を

新
設
し
総
務
庁

に
移
管
)

.
現
在

の
各
省
を
機
能
別
に
統
合
、
省

の
数
を
大
幅

に
減
ら
す

案
で
検
討
中
、
但
し
流
動
的

㈲

社
会
保
障
改
革

.
健
康
保
険
法

改
革

(本

人
負
担

二
割
、
初
診
料
値
上
げ
等
)

因

教
育

改
革

・
大
学
教
授
定
年
制

の
検
討
開
始

・
大
学
早
期
入
学
制
度
導

入

二
、

金

融

シ

ス
テ
ム
改

革

の
基

本

的
な

考

え

方

一
九
九

七
年

六

月
十

三

日
付

け

の
金

融

シ

ス
テ

ム

改
革
連

絡

協

議

会

の

「
金

融

シ
ス

テ

ム
改
革

答
申

」

に
よ

れ
ば

次

の
通
り
。

の

一
九

九
六
年

十

一
月

の
橋
本

総

理

の
指

示

内
容

の
確
認

「
二
〇
〇

一
年

ま

で
に
、

我

が
国

金

融
資

本
市

場

が

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク
、

ロ
ン
ド

ン

と
並

ぶ
国
際

的

な
市

場

と
し

て
復

権
す

る
よ

う

、

フ
リ
ー

・
フ

ェ
ア
ー

・
グ

ロ
ー
バ

ル

の
三
原
則

に
則

っ
て

金

融

シ

ス
テ

ム

の
安

定

に
細

心
の
注
意

を

払

い
つ

つ
、

速

や

か

に
改
革

を

実
施

し

て

い
く
」

@

連

絡
協

議

会

の
答

申

の
視
点

と
し

て
新

に
纏

め

ら
れ

た
原

則

は
次

の
通

り
。

㈲

自

由

で
競

争

力

あ

る
国

際

的

な
市
場

の
実

現
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(E)(1))(C)(B)

公
正
で
透
明
な

ル
ー
ル
の
構
築

ル
ー
ル
に
基
づ
く
透
明
性

の
高

い
金
融
行
政

へ
の
転
換

市
場
参
加
者

の
自
己
規
律

と
自
己
責

任
意

識
の
徹
底

金
融

シ
ス
テ

ム
の
安
定
性
の
確
保

三
、

金
融

シ

ス

テ
ム
改

革

の
主

な
具

体

的

施
策

金

融
制

度

調
査

会
、

証
券

審
議

会
、

保

険

審
議

会

の
具

体
的

施

策

の
主

な
も

の
は

次

の
通
り

。

こ
れ

ら
施
策

に

つ

い
て
は
、

そ

れ

ぞ
れ

二
〇

〇

一
年

ま

で

に

ス

ケ

ジ

ュ
:

ル

の
メ
ド

を

立

て

て
列

挙

し
、

早

い
も

の
は

一
九
九

八

年

よ

り
実

施

の
も

の
も

あ

る

が
、

内
容

に
よ
り

変
更

も

あ
り

得

る

の
で
、

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル

に

つ
い
て

は
省

略

し

た
。

nn

金

融
制

度

調
査

会

の
銀

行
関
係

答
申

内

容

淘

商

品

・
業

務

・
組

織

形
態

の
自
由

化

・
多
様

化

(

・
持

株

会

社
制

度

の
活

用

・
A
B

S

(資

産

担

保

証
券

)

な

ど

債
券

等

の
流
動

化

・
デ

リ

バ
テ

ィ
ブ

の
取
扱
を

全

面
解

禁

・
証
券

投
資

信

託

の
販
売

の
導

入

・
保

険

商

品

の
販

売

・
業

態

別

子

会

社

の
業

務
範

囲

の
拡

大

・
普

通

銀
行

に
お

け
る
長

短

分

離
制

度

の
撤
廃

・
電

子

マ
ネ

ー

・
電

子

決
済

推

進

の
た

め

の
措
置

・
ノ

ン
バ

ン
ク

の
資

金

調
達

の
多
様

化

⑬

市

場

・
取

引

の
イ

ン
フ

ラ
及

び

ル
ー

ル
の
整
備

・
金

融
先

物

取
・引

の
開

発
、

取

引
手

法

の
整

備
、

投
資

者

保

護

措

置

の
整

備

・
短
期

金

融
市

場

の
整

備

(取
引

慣

行

の
見

直

し
、

日
銀

決

済

の
即

時
グ

ロ
ス
決
済

)

・
金

融
機

関

等

の
利

用
者

保

護

◎

金

融

シ

ス
テ

ム

の
健

全

性

の
確

保

・
早

期

是

正

措
置

の
導

入

・
決
済

リ

ス
ク

の
削

減
策

の
強

化

⇔

証
券

取

引
審

議

会

の
報
告

「
証

券

市
場

の
総
合

的

改
革
」

㈹

投
資

対
象

・
新

し

い
社
債

商

品

の
導

入

・
証
券

デ

リ

バ

テ

ィ
ブ

の
全

面

解
禁

・
投
資

信

託

の
整
備
∵

拡
充

・
有

価

証
券

定

義

の
拡
大

⑬

市
場

・
取

引
所

取

引

の
改
善

と
取

引

所
集

中

義
務

の
撤

廃

・
店

頭

登
録

市

場

の
流

通

面

の

改
善

・
未

上
場

・
未

登

録
株

の
証
券

会

社
に
よ

る

取
扱

の
解
禁

⑥

市
場

仲

介
者

の
サ

ー

ビ

ス

の
多
様

化

・
株

式
委

託

手

数
料

の
自
由

化

・
証
券

会

社

の
専

業

義

務

の
撤

廃

と
業

務

の
多
角

化

・
持

株

会

社

の
活

用
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⑪

そ

の
他

・
税
制

の
見

直
し

㊨

保
険
審
議
会
報
告
「
保
険
業

の
あ
り
方

の
見
直
し

に
つ
い
て
」

㈹

算
定
会

(
注
)
料
率

の
遵
守
義

務
の
廃
止

(保
険
料
率
・の

自
由
化
)

⑧

業
態

間

の
参

入
促
進

⑥

持
株
会
社
制
度

の
導

入

⑪

銀
行
等

に
よ
る
保
険
販
売

の
導

入

⑲

ト

レ
ー
デ

ィ
ン
グ
勘
定

へ
の
時

価
評
価

の
適
用

(注
)
保
険
各
社
で
設
立
し
た
保
険
料
統

一
の
た
め

の
機
関

第
二
章

日
本
版
ビ

ッ
グ
バ
ン
の
背
景

前

記

ビ

ッ
グ

バ

ン
の
内

容

は
多

岐

に
渉

っ
て

い
る

が
、

そ

の
基

本

的

概
念

を
纏

め
る

と
、

次

に
集
約

さ

れ

る
。

「
日
本

の
長

期

の
景

気

低

迷
、

東
京

外

為

市
場

・
東
京

証

券

市
場

.
東

京
金

融
先

物

市

場

な
ど

金

融
市

場

の
低

下
傾

向
、

大
幅

財

政

赤
字

等

で

八
方

塞

が
り

の
状

況
を
打

破
す

る
た

め

に
、

米

国

の
メ

!
デ

ー
、
英

国

の

ビ

ッ
グ

バ

ン

の
先

例

に
な
ら

い
、

ま
ず

東

京

マ

ー
ケ

ッ
ト

の
活

性

化

を

目
指

し
、

:
金
融

取
・引

が

自
由

に
行

な

え
る

市
場

の
形
成

・
そ

の
た

め

の
障

害

と
な

っ
て

い
る
諸

々
の
規
制

の
撤
廃

・
市
場

で
取

引

さ
れ

る

商

品

の
多
様

化

・
外

為

取

引

・
諸
手

数

料

の
自

由

化
、

税

制

の
見

直
し

・
外

国
金

融
資

本

に
対

抗
す

る

た

め

の
金

融
機
関

相

互

の
業

務
参

入

・
持

株

会

社
制

度

の
推

進

等

を
図

る
。

し

か
し

、

こ
れ
は
橋

本

内
閣

の
ビ

ッ
グ

バ

ン
推

進

上

の
建
前

と

思

わ
れ

る
。

そ

の
背

景

に

つ

い
て
は

も

っ
と
深
く

分

析
す

る

必
要

が
あ

ろ

う
。

新
聞

・
雑

誌
等

で
色

々
論

じ

ら

れ

て

い
る

が
、

私

は
次

の
諸
点

を
背

景

と
し

て
挙

げ

た

い
。

O

リ

ヨ

ン

・
サ

ミ

ッ
ト

の
経
済

宣

言

以
来

G

7
国

の

「
共

通

の

課
題
」

と
し

て
従
来

か
ら
採

っ
て
来

た

一
連

の
規

制
緩

和

・
自

由

化

・
グ

ロ
ー

バ

ル
化

施
策

の
延

長
線

上

の
国

際

的
背
景

ー

自

由

化

・
規
制

緩

和

は

従
来

か
ら
徐

々

に
行

な

わ

れ

て

い
た

が
、

今

回
は

そ

れ
を

二
〇
〇

一
年

ま

で

に

一
挙

に
推
進
す

る
も

の
で
あ

る
。

@

欧

米

先

進

国

の
多

国

籍
金

融
機

関

・
企

業

・
資

産
家

の
世
界

戦

略

と
、

そ

れ

に
基

づ
く

当

該
政

府

の
対

日
圧
力

-

従

来

か

ら
の
G

7
経
済

閣

僚

会
議

な
ど

に
お

け

る
対

日
規
制

緩

和
要

請

等

、
最

近

で
は

日
米

保

険
会

議
、
E
C

(国

①
o
需
〇
三
6

0
0
ヨ
ヨ
Φ
『o
Φ

電

子

商

取

引

)

に
関

す

る

大

統

領

特

使

の
対

日
派
遣

な

ど

に
見

ら

れ

る
業
界

を

バ

ッ
ク

に
し

た

米
国

政
府

の

対

日

圧
力

が

強
ま

っ
て

い
る
。

倒

地
盤

沈

下

が
著

し

い
東

京

金

融

市
場

の
活

性
化

を
願

う
金

融

機
関

・
財
界

の
強

い
要

望
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1

不
良

資
産

問

題
、

株

式

・
不
動

産

価

格

の
凋
落

、

景

気

先

行

き

不
透

明

の
状

況

下
、

そ

こ
か
ら

の
脱

出

を
図

る
契

機

と
し

て

の
期

待

が

大
き

い
。

画

一
二
〇

〇
兆

円

の

日
本

の
個

人
資

産

の
獲
得

を

目
指
す

た

め

の
自
由

化

・
規
制

緩

和
を

要

請
す

る
内
外

金

融
機

関

.
機
関

投

資

家
等

か
ら

の
強

い
要

望

-

下
記
主

要

国

の
個

人
資

産

比
較

を
見

る

と
、

如

何

に
日
本

の

個

人
資

産

就
中

預
貯

金

が
突

出

し

て
目

立

っ
て
お

り
、

こ
れ

が

特

に
米

国

・
欧

州

の
大
手

金

融
機

関

や
、

機
関

投

資

家
・の
垂

誕

の
的

で
あ

る

こ
と

は
明
白

で
あ

り
、

郵

貯
民

営

化

が
叫

ば

れ

て

い
る

の
も
頷

け

る
。

表

1

で
明
ら

か
な
通

り
、

日
本

の
個

人
資

産

は
米

国

に
は

及

ば

な

い
が
英

国

、

ド
イ

ツ
よ
り

遥

か

に
多

く
、

特

に
定

期
性

預

金

(内

郵

貯

は

二
三
〇
兆

円

超
)

は
米

国
を

大

き

く

上

回

っ
て

ぐ
ヘ

へ

む

い
る

こ
と

カ
わ

カ

る

日
本

の
個

人
預
金

が
ビ

ッ
グ

バ

ン

の
目
玉

と
言

わ

れ

て

い
る

根
拠

も

こ

こ
に
あ

る
。

㈲

日
本

の
貿
易

収
支

・
経
常

収
支

・
外
.貨

準

備

が
主
要

国

に

比

し
、

抜
群

の
水

準

に
あ

り
、

国

際
的

な

諸
会
議

の
中

で
各

国

か

ら

輸

入
増

加

・
対
外

資

金
援

助
等

に
よ

る

調
整

の
要

請

が
従
来

か
ら

あ

り
、

最

近

更

に
強

ま

っ
て

い
る
。

ー

表

2
係

数

比
較

を
見

れ
ば
、

如
何

に
他

国

が

注

目
し

て

い
る

か
が

分

か

る
。

世界主要国個人資産比較表(単 位兆円)表1

ドイ ツ英 国

 

国米本日

33(S.9%)一一一(0
.052(2.0%)137{11.3%)現金 ・通貨性預金

124(33.5%}104(23.3%)451(17.1%)*628(51.9%)定期性預金

80{21.6%)221{51.5%)*801(30.3%303(25.1%)保 険 ・年金

133(36.0%)iQ8(25.2%)*137{50.6%)141{11.7%)有価証券

37042926411209八
口 計

(注)本 計 数 は一九 九七年版 日本銀 行国際比較統計 による。一一九九六年末現在の各国通貨建 て金額 を同 日

の為替 レー トで換 算。*は 特 に 目 疏った特 徴 を示す。
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主要国貿易収 支 ・経 常収支 ・外貨準備比 較(単 位億 ドル)表2

ドイ ツ英 国米 国

 

本日

483一184*-152*1321貿易収支

‐zas一62*-1482*U13経常収支

880J87884*1845外貨準備

注)一 九九七年版 日本銀行国際比較統計による。一九九五年の計数(英 国、 ドイッは一九九六年分未計
上 のため一九 九五年 にて比較)

*印 は特 に 目立 った特徴 を示す

してい る。

。 日本の外 貨準 備は一九九 ヒ年九 月現在で は2270億 ドル と更 に増加

㈹

日
本

の
異

常

な

超

低
金

利

政
策

と

そ
れ

に
よ

る
影
響

1
-日
本

は

一
九

九
三
年

以
降

世
界

に
稀

な

又

日
本

の
金

融

政
曲策

の
歴
史

上

で
も

経
験

し

た

こ
と

の
な

い
超

低
金

利

政
策

を

採

っ

て

い
る
。

理

由

と
し

て
ド

ル

防
衛

の

一
環

、

又
金

融
機

関

の
不

良

債
権

救

済
、

景

気
浮

上
策

等

の
諸
事

由

を
政
府

、

日
銀

は

謳

っ
て

い
る

が
、

一
般

預
金

者

や

中

小
企

業

に
は
極

め

て
不
評

で

大
き

な

不
満

が
蓄

積

さ
れ

て
お
り

、

政

府

と
し

て
は
何

ら

か
魅

力
的
商

品

の
提

供
等

代

替

的
方
策

を
採

ら
ざ

る
を
得

な

い
状

況

に
あ

る
。

こ
れ

が
デ

リ

バ

テ

ィ
ブ

の
普

及
、

投
資

顧

問

業

務

の

推
進

な

ど

の
提

・起

の
根
拠

と
な

っ
て

い
る
。

主
要

国

公
定

歩

合

の
推

移

は
表

3

の
通
り

で
あ

り
、

日
本

だ

け
が
異

常

に
低
金

利

の
道

を

辿

っ
て
お
り

、

平

成

九
年

の
通
常

国

会

で
も

日
銀
総

裁

が
説

明

を

求

め
ら

れ

て
、

「景

気
浮

上

の
効

果

が

出

て

お

り
、

今
暫

ら
く

続

け
た

い
」

と
答

弁

し
、

議

場

の
怒

り

と
失
笑

を

浴

び

た

テ

レ
ビ

の
場

面

は
、

無
策
振

り

を
象

徴
し

た
も

の

と
言

え

る

。

㈲

世
界

経
済

の
観
点

か
ら
見

た
場
合
、
過
剰
資
本

の
利
益
獲
得

の
場

と
し

て
の
東
京
金
融
市
場

の
位
置
付

け
と
資
本
側

の
要
請

・
圧
力

-

現
在

世
界

経
済

の
観
点

か
ら

見
た

場

合
、

物

の
生
産

と
そ

の

交
流

の
形

の
貿

易

は
横

這

い
状

況

に
あ

る

に
も
関

わ
ら
ず

、

金

融
取

引

は
増

大
し

て
お
り

、

中

で
も

デ

リ

バ
テ

ィ
ブ

に
代
表

さ

れ
る

投
機

的

取

引

は
急

増

傾

向

に
あ

り
、

し

か
も

国

家

が

こ
れ
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主要国公定歩合推移表3

1997199619919941993199219911990

*0.5%*0.5%*0.5%*1.75%*1,75%3.25%4.5%6.0

 

本日

*5.0%*5.0%*5.25%*4,75%*3.O%3.0%3,5%fi.5米 国

6,25%6.0b.56.25%J.J7.0/10.37513.875%英 国

*2.5%*2.5*3.0%*4.5%5.75%8.25s.n/6.0ドイ ツ

注)一 九九 七年版 日本銀 行国際比較 統計 に よる。 各年 とも年末の レー ト、英 国は 市中金利 で計L

*印 は特 に 目ｺ'].った特 徴 を示す。 ドイツは東独合併後 の 不況対策 な どで低 金利政策 を採 ってい る

が、それで もII本 の よ うに極端 ではない。

を
推

奨

し

て

い
る
状

況

は

マ
ル
ク

ス
経
済
学

の
言

葉

を

借
り

れ

ば
、

ま
さ

に
資

本

主

義

の
最

終

段

階

に
お

け

る
国

家

独

占
資

本

主

義

の
様

相

を

呈

し

て

い
る

と
も

言

え
よ

う
。

日
本

も

こ

の
道

を

進
も

う

と
し

て

る
が
、

こ
れ

し

か
な

い
の
か

は
後

述

の
問

題

点

・
今

後

の
展
望

の
項

で
更

に
検

討

の
こ

と
と

し
た

い
。

第
三
章

ビ

ッ
グ
バ
ン
施
策
発
表
後
の
影
響

ビ

ッ
グ

バ

ン
発
表

後
約

一
年
余

り

を
経
過

し
た

が
、

そ

の
後

の

金

融
界

に
お

け

る
動

向

を
見

る

と
、

第

一
勧
業

銀

行

・
四
大
証
券

会

社

の
総

会

屋
事

件

に
関
す

る
経

営

ト

ッ
プ

陣

の
大
量

逮

捕

と
辞

任
、

米

当
局

宛

報
告

秘
匿

に
基

づ
く

F

R
B

に
よ

る

大

和

銀
行

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
支

店
閉

鎖

措
置
、

北
海

道

拓
殖

銀

行

・
日
本
債

権

信

用

銀
行

の
海
外

業

務

に

つ

い
て

の
大
蔵

省

に
よ

る
停

止

措

置
、

多

数

の
銀
行

を

動
員

し

て
集

め
た

異
常

な
変

額
保

険

の
破

綻

に
よ

る

日
産

生
命

の
業

務
停

止

措
置

、

地
銀

・
信
金

の
倒
産

に
続

く

北
海

道

拓

殖

銀

行

の
倒
産

、

山

一
証
券

の
所

謂

「飛

ば

し
」

行

為

か

ら

発

生
し

た

巨

大
な

損

失

に
起

因
す

る

大
蔵

省

の
自

主
廃

業

の
措
置

等
・々

…

ビ

ッ
グ

バ

ン
を

控

え

日
本

の
金

融
界

に
お

い
て
未
曽

有

の

波

乱

万
丈

の
諸

現

象

が
続

出
し
、

更

に
は

監
督

官
庁

で
あ

る

大
蔵

省

幹

部

の
汚
職

事

件

ま

で
発
覚

し
、

国
民

の
金

融
機

関

に
対
す

る

信

頼

は
全

く

地

に
落

ち
た

状

況

を
呈

し
現

在

に
至

っ
て

い
る
。
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一
方

、

マ
ス

コ
ミ
は
金

融

不
安

を

書

き

立

て
る

と
と
も

に
、

有

識
者

と
称
す

る

人
を
動

員

し

「
現

状

を
打

破
す

る
た

め
に
も

ビ

ッ

グ

バ

ン
を
急

げ
」

等

と
扇
動

す

る

と

と
も

に
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
対
策

を
積

極
的

に
推
進

し

て

い
る
内

外
金

融
機
関

や

一
般

業

界

に
お

け

る
ビ

ッ
グ

バ

ン
対
策

の
各

種

の
好
事

例

を
紹

介

し

て

い
る

影
響

も

あ
り

、

各

業

界

に
お

い
て

は

政

府

の
具

体

的

政

策

施

行

以

前

に

様

々
な

形

で
そ

れ

ぞ

れ

の
条

件
を

生

か
し

動

き

出
し

て

い
る

の
が

現

状

で
あ

る
。

そ

の
主

な
動

向
は

次

の
通

り
。

一
、
外

為

法
改

正

関
係

ビ

ッ
グ

バ

ン
施
策

の
第

一
号

と
し

て
、

昨

年

の
国
会

で
決
定

し

た

外
為

法

改
定

(平

成

十
年

四
月
施

行
)

に
伴

う

各

社

の
対

応

は

か
な
り

進

ん

で
来

て

い
る
。

e

対

外

取
引

の
多

い
商

社
、

大
手

メ
ー

カ
ー
、

海
運

、

損

保
等

で
は
、

従
来

銀

行

を
経

由

し

て

い
た

外
国

為
替

取
引

の
か

な
り

の
部

分
を

自

社

グ

ル
ー

プ

内

で
消

化

し
、

関
係

手

数

料

の
大

幅

削

減

を
図

る
準

備

を

し

て

い
る
。

例

松

下
グ

ル
ー

プ

の
外
貨

=
兀
管

理

に
よ

る
外
為

手

数

料

大

幅

節

減

(
九

七
年

五
月

二
十

二

日
付

け

日
経

)
。

他

の

メ

ー

カ
ー

も
続

々
検

討

を
開

始
、

殆
ど

の
商

社
も

全

面

的

に

自

社
内

取

扱
予

定

@

大
手

ス
ー

パ

ー
等

に
お
け

る
外

貨

に
よ

る
物

品

の
販
売

例

ダ

イ

エ
ー

が
全

国

に
展

開

し

て

い
る

ス
ー

パ

ー

・
コ

ン
ビ

二
に
お
け

る
外
貨

で

の
販
売

検

討

(九

七
年

五
月

二
十

五

日
付

け
朝

日
)
。

他

の
多

く

の
ス
!

パ
ー

や

販

売

店

で

も

同
様

な

動
き

が
あ

る
。

㊨

海

外

と

の
取
引

の
あ

る
会

社

や
資
産

家

が
海
外

に
あ

る
外

国

銀
行

へ
取

引

の

シ
フ
ト

を

検

討

例

九

七
年

七
月
実

施

の

日
経
調

査

に
よ
れ

ば
、

外

銀

の
優

れ

た

ノ
ウ

ハ
ウ

や
C

M
S

(6
鋤
ω
げ

ζ

。。
ロ
鋤

αq
Φ
ヨ
Φ
導

Qっ
角
〈
-

圃o
①
)

機

能

を

活

用

す

る

た

め

に
、

か

な

り

の
企

業

が

銀

行

取

引

の

一
部

を
外

銀

に

シ
フ
ト

し

つ

つ
あ

る
模

様

(
九

七
年

七
月

十

七
日
付

け

日
経
金

融
〉

㈲

一
般

個

人
取

引

面

で

の
在

日
外

銀

の
利
用
者

が
増

加

例

C

I
T

I

B
A

N

K

で

は
個

人
向

け
「
リ

タ
ー

ン

エ
ー

ス
」

(外
貨

預
金

併

用

預
金

)

が
九

五
年

開

始

か
ら
、

九

七
年

六
月

迄

に

二

、
四
倍

に
増

加

(
九

七
年

八
月

二
十

一
日
付

け

日
経
金

融
)

㈲

外
貨

両
替

取

扱
郵

便

局

の
増

加

(
三
六
〇

か
ら

三
九

九

局
。

九

七
年

七
月

一
日
付

け

ニ
ッ
キ

ン
)

因

都

銀

を

中

心
と
し

た
外

貨

送
金

手

数
料

の
大
幅

引

下
げ

(九

七
年

八
月

七

日
付

け

日
一経
)

二
、
持
株
会
社

の
解
禁

戦
後

財
閥
解
体

の
根
拠

と
な

っ
た
独
占
禁
止
法
は

一
部

の
制
約

は
設
け
ら

れ
る
も

の
の
ほ
ぼ
全

面
的

に
解
禁

さ
れ
る
法
律

が
九
七

9?
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年
度

臨
時

国

会

で
可

決

(九

七
年

四
月

施

行
)
、

大
手
金

融
機

関
、

商

社
、

メ
ー

カ

ー
等

で
様

々
な
形

の
持

株

会

社

の
構

想

が
検

討

さ

れ

て

い
る
。

O

大
手

銀
行

は

現
存

の
金

融

子
会

社

で
あ

る
信

託

子

会

社
、

証

券

子

会

社
、

投
資

顧
問

会

社

及
び

同
系

列

の
生
損

保

会

社
等

を

中

心
に
緊
密

な
連

携

の
下
、

信

託
業

、

証
券
業

、

保

険

業
、

投

資

顧

問
業

な
ど

多
角

的

・
総

合

的
金

融
業

務

を

展

開
す

る
金

融

持
株

会

社
を
検

討
し

て

い
る
。

謝

大
手

銀

行

を
中

心
と
し

て
証
券

子

会

社

と
系

列

証
券

会

社

の
統

合

化

に
よ

る
証
券

業

や
投
資

顧
問

・
投

資

信

託

の
銀

行

窓

ロ
取
扱

開

始
等

⇒

大
手

商

社
等

で
は
、

内

外

で
銀

行
業

を
展

開
す

る
為

に
金

融

子

会

社

の
設

立
、

海

外

銀

行

の
買

収

や

提

携

を

計

画

し

て

い

る
。

働

丸

紅

は
海

外

で
外

国

金

融
機

関

の
買

収
、

又

は
提
携

を
検

討

(
九
七
年

八
月

二
十

七

日
付

け

日

経

金

融

)
。

そ

の

他

総

合

商

社
も

同
様

な
動

き

を
見

せ

て

い
る
。

日

大
手

銀

行
な
ど

で
は
、

社
内

各
部

門

を
機

能

別

に
子
会

社
化

(
社
内

カ

ン
パ

ニ
ー
制

)

や
グ

ル
ー

プ

化

し

そ

れ

を

親

会

社

の

持
株

会

社

の
配

下

に
置

き

、

成
長

部
門

に
は

人

材
を

重

点

配
置

す

る

と

と
も

に
非

成
長

部

門

や
管

理
部
門

に

つ

い
て

は

大
幅

な

効
率

化

や
整

理
統

合

を
図

り

つ

つ
あ

る
。

剛

さ

く
ら

銀

行

の
カ

ン
パ

ニ
i
制

・
住

友
銀

行

の
グ

ル
ー

プ

制

(
九

七
年
月

三
+

日
付

け

日
経

金

融
)

三
、

日
本

の
銀

行
内

部

の
動
向

日
本

の
銀
行

で
も

色

々
な

取
組

が

行
わ

れ

て

い
る
。

私

が
得
た

情

報

の
う

ち
主

な
も

の
は

次

の
通
り
。

↓

本

部

内

で
本

部
全

体

及
び
各

関
係

部

で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

.

チ

ー

ム

の
結

成

⇒

調
査

部

門
/

企

画

部
門

を

中

心
に
内
外

P

R
用

各

種
資

料

.

出
版
物

の
発

行

口

各

営

業

店

や

顧

客

に

対

す

る

説

明

会

.
セ

ミ

ナ

!

の
開

催

(内
外

の
講

師

に
よ

る
)

㈲

先
端
業

務

・
新
種

業

務

・
通
信

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
専
門

部

門

の

新

設

・
拡

充

㈲

事

務
部

門

・
シ

ス
テ

ム
部
門

に
お
け

る

ビ

ッ
グ

バ

ン
に
備

え

て

の
現

行

シ

ス
テ

ム

の
見

直
し

(米
国

金

融

当
局

か
ら

再

三
要

請

さ
れ

て

い
る

二
〇

〇

〇
年

対

応
も
含

め

て
)

肉

ビ

ッ
グ

バ

ン
に
備

え
、

営
業

の
重
点

を
ど

こ
に
置

く

の
か

を

検

討
、

一
部

実
施

都

銀
に
お

け
る
Ω

。
σ
巴

じU
9。
爵

か

ω
巷

霞

幻
Φ
ぴq
凶8

巴

じd
餌
島

か

の
検

討

や
、

地
方

銀
行

に
お
け

る

地
域

や
特

定
顧

客

層

を
対

象

と
し

た
重

点

施
策

の
検

討
等

が
そ

の
表

わ

れ

で
あ

る
。

剛

1

大
手

銀

行

を

中

心
に
○
}O
げ
巴

じd
蝉
コ
評
を

目
指

し
、

有

力

外

銀

と
業

務

提
携

の
検

討

98
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D伊

2

(の一伊
3

(俸

4

吻

5

商

社

と
提
携

し
商

品

フ

ァ
ン
ド

取

組
等

新

規
商

品
分

野

へ
の
進

出

一
部

の
銀
行

で
テ

レ
フ
ォ

ン
バ

ン
キ

ン
グ

を
開

始
、

顧

客
密

着

を
図

っ
て

い
る
。

二
四
時

間

A

T
M

の
稼

働

開

始

(東
京

相

和

銀

行
、

一

部
都

銀

も

実

施
予

定
)

第

二
地

銀

一
一
行

の
東
京

金

融

先

物
市

場

か
ら

の
脱
退

に
よ

る
金

融

先
物

取
引

の
停

止

と

地
域

顧
客

取

引
指

向

四
、

外
資

系

金

融

機

関

の
動

き

外

資
系

金

融
機

関

は
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
を

控

え
、

日
本

の
金

融
機

関

が

不
良

債

権

・
不
祥

事

に

悩
み

且

つ
デ

リ

バ
テ

ィ
ブ

を
含

め

た

新

種
業

務

や
通
信

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

シ

ス
テ

ム

の
遅

れ

て

い
る
状

況

に
乗

じ
、

絶

好

の
チ

ャ

ン
ス
と

ば
か
り

攻

勢

に
出

て

い
る
。

そ

の
主

な
も

の
は

次

の
通
り

。

の

大
手
-金
融

機
関

の
対

日
進

出
、

営
業

基
盤

の
強

化

ア
ジ

ア
本

部
を

香

港

や

シ

ン
ガ
ポ

ー

ル
か
ら

日
本

に

シ
フ
ト

し

た
り

、

投
資

顧

問
業

務

の
拡
充

や

大

々
的

な
新

聞

広
告

の
展

開
等

は
そ

の
表

れ

で

あ

る
。

@

日
本

の
金

融
機

関

と
の
業
務

提
携

の
強

化

ζσ
偉。
鵠
開
臼
ω
↓
『
ロ
ω
け
と

日
本

債

権
信

用

銀

行
、
S

B

C

(QQ
≦
参
ω

じσ
餌
コ
評

O
O
「b
O
鑓

ユ
O
コ
)

と

日
本

長

期
信

用
銀

行

と
の
業

務
提

携

な
ど

は

そ

の
始
ま

り

国

邦

銀

ベ
テ

ラ

ン
行

員

に
対
す

る

ヘ
ッ
ド

ハ
ン
テ

ィ

ン
グ

の
活

発
化日

本

マ
ー

ケ

ッ
ト

を
熟

知

し
た

ベ
テ

ラ

ン
邦

人
行
員

の

ハ
ン

テ

ィ

ン
グ

は
活

発

で
あ

る
。

四

日
本

の
個

人
金
融

資

産

を
対
象

と
し

た
各

種

サ
ー

ビ

ス
の

ア

プ

ロ
ー
チ

強

化

C

I
T

I

B
A

N

K

を
始

め
、

多

く

の
銀

行

が
高

利

の
外
貨

預
金

を

勧
誘

し

て

い
る
。

㈲

外
資

系

証
券
業

界

も

積
極

的

に
市
場

参

入
を

図

っ
て
お
り

、

九

七
年

八
月

現
在

で

は

日
本

の

四
大

証
券

の
取

扱

い
を

外
資
系

一
=

社
合

計

が

上

回

っ
た
。

(
シ

ェ
ア
ー

三

二
%

、

九

七
年

九

月

十

七

日
付

け

日
経
)

五
、

金

融
市

場

シ

ス

テ
ム

の
動

向

ビ

ッ
グ

バ

ン
政
策

に
よ

り
金

融

市
場

の
シ

ス
テ

ム
も

大
き
く

変

わ

る

こ

と
が
予

測

さ

れ
る
。

O

日
銀
ネ

ッ
ト

(外
為

円
決

済

シ

ス
テ

ム
)

の
R

T
G

S

(オ

ン
ラ
イ

ン
即
・時
決

済

化
)

対

応

円

の
国

際

化

の
た

め

に
は
、

必
須

と

の
こ
と
で
、

二
〇

〇

〇

年

稼

働

を

目
指

し

日
銀

及
び

関

係

銀

行

で
米
国

の
ド

ル
決
済

シ

ス
テ

ム
で
あ

る
C
H

I

P
S

に
準
拠

し

て
準

備
中

で
あ

る
。

⇔

東
京

証

券

取
引

所

は

九

八
年

に
シ

ス
テ

ム
稼
働

予
定

で
あ

る

が
、

外

国

投
資

家

か

ら

不
評

の
シ

ス
テ

ム

で
あ
り
、

早

急

に
大

99
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幅

な
変

更

を
迫

ら

れ

る

こ

と
が
予

想

さ

れ

る
。

又
、

既

に
取
引

所
外

で

の
証
券

取
引

の
自

由

化
、

株

式
∵委
託

手

数
料

の
自

由

化

も

決
定

さ
れ

つ
つ
あ

り
、

取
引
所

外

の
取

引

は
大

き
く

変

わ

る

こ

と
が
予

想

さ

れ

る
。

国

東

京
金

融

先

物
市

場

シ

ス
テ

ム

の
グ

ロ
ー

バ

ル
化

円

の
国
際

化

の
為

に
は
、

東

京

金

融
先

物

市
場

(T

I
F

F

E
)

も

欧

米

の
金

融

先
物

市
場

と

の
連

携

強

化

が
要

請

さ

れ
、

現

に

シ
カ
ゴ

の
C
B

O

T

や
C
M

T

な

ど

は
、

日
本

に
対

し
業

務

連
携

や

シ

ス
テ

ム
提
携

の
動

き

が
あ

る

状

況

で
あ

る
。

六
、
そ

の
他

の
影
響

新
聞

な
ど

で
は
、
か
な
り

の
分
野

で
様

々
な
影
響

を
報
道
し
て

い
る
が
、
ビ

ッ
グ
バ

ン
の
計
画
が
進

行
す
る
場
合
は
、
幅
広

い
分

野
で
の
影
響

が
出
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
。

そ

の
主
な
点

を
概
括

的
に
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
。

の

欧

米
の
有

力
金
融
機
関

・
機
関
投
資
家

の
大
規
模
な
対
日
進

出
と
大

ロ
資
金

の
流
入

⇒

日
本

の
大
手
金
融
機
関

の
総
合
的
な
金
融
業
務

へ
の
展
開
と

肥
大
化

㊨

諸
手
数
料
自
由
化

に
よ
る
金
融
機
関
同
士

の
弱
肉
強
食
的
な

競
争
激
化

四

金
融
機
関

の
機
能
分
化
、
業
務

の
特
化

㈲

日
本

の
多
国
籍
企
業

・
大
手
会
社
の
内
外

に
お
け
る
金
融
業

囚(十)(主)(土)o→(mil

へ
の
進

出

投
資

顧
問
業

務

の
活

発

化

デ

リ

バ

テ

ィ
ブ

を
中

心
と
し

た
新

種
業

務

の
氾

濫

日
本

の
個

人
資

産

を

狙

う
内

外
金

融
機
関

の
熾

烈

な

攻

防

純

粋

持
株

会

社

化

・
企
業

の
グ

ル
ー
プ

化

・
分
社

化

の
急

速

な
展

開

弱

小
金

融
機

関

の
倒
産

・
整

理

・
統
合

金

融

マ
ー

ケ

ッ
ト

の

一
層

の
投
機

化

・
不
安

定

化

企

業

内

に
お

け

る
リ

ス
ト

ラ

の
強

化

・
労
働

強

化

巨

大
多

国
籍
企

業

の

マ
ー

ケ

ッ
ト

独
占
、

国

家

・
通
貨

主
権

へ
の
侵
害

の
危

険
性

増

大

日
本

国

民

の
資
産

構

成

・
生
活

に
お

け
る

大
幅

な
変

更

の
可

能

性

と

不
安
定

要

因

の
増

加

第

四
章

日
本
版
ビ

ッ
グ
バ
ン
の
問
題
点

日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン
は
、

既

に
述

べ
た
通

り
、

九

六
年

十

一
月

橋

本

首

相

の
提
起

に
よ
り

、

急

遽
浮

上
し
、

且

つ
首

相

任
命

の
お

手
盛

り

審
議

会

で
進

め
ら

れ

て

い
る
極

め
て
政

治

的

な
政
策

で
あ

る

が
、

様

々
な
背

景

の
影
響

も

あ
り
、

又
、

内
外

の
圧
力

や

一
般

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ズ

ム

の
歓

迎

ム
ー

ド

の
影

響
、

そ
れ

に
刺

激

さ

れ
た

金

融
機

関

や
各
業

界

の
動

き
も

日
を

追

う
毎

に
活

澄

に
な

り

つ

つ

あ

る
状

況

か
ら
見

て
、

単

な

る
反
対

や
静

観

が

出
来

る
時
.期

は
過

100
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ぎ

て

い
る
。

し

か
し

な

が
ら
、

広

く
国

民
経

済

の
観

点

か

ら
見

る

と
種

々
問

題
も

あ

り
、

こ
の
ま
ま

で
は

多
数

の
国

民

が

納
得

す

る

形

で

の
ビ

ッ
グ

バ

ン

の
実

現

は

不
可
能

で
あ

る
。

私

見

も
交

え
、

主

要

な
問

題

点

を

次

に
挙

げ

た

い
。

の

第

一
勧

銀

・
四
大

証
券

の
不
祥
事

問

題

こ
れ
は

単

な
る

該

当
企

業

の
問

題

で

は
な

く
、

日
本

企
業

全

般

の
長

年

の
企

業

体
質

の
問
題

で
あ

り

、

更

に

深
く

は
戦

後

日

本

政

治

の
裏

面

と
企
業

と

の
結

び

つ
き

に
見

ら

れ
る
根

深

い
問

題

と
し

て
、

日
本

社
会
全

体

で
解

決

し

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
極

め

て
重

要

な

政
治

的

課
題

で
あ

る
。

問
題

の
総

会
屋

は

戦
後

保

守

政
党

の
影

の
実

力
者

で

ロ
ッ
キ

ー

ド
事

件

の
被

告

で
あ

っ
た

児

玉
誉

志

夫
氏

の
流

れ
を

組
む

総

会

屋

の
代
表

で
あ

る
点

か
ら

見

て
、

一
企

業

の

社
長

が

断

る

こ

と

は

か

な

り

困

難

で

あ

ろ

う

。

多

く

の
後

継

の
祉
長

が
命

を

か
け

て
も

関

係

を
断

ち
切

る

と
言

っ
て

い
る

の
を

見

て
も

困
難

さ
は
窺

え

る
。

し

か
し
、

広

範

な

世
論

を

バ

ッ
ク

に
政

財
界

の
癒
着

の
打

破

と
併

行

し

て
総

会

屋

.
暴

力
団

の
壊

滅

を

図

る

こ

と
が
先
ず

第

一
の
課
題

で
あ

ろ
う
。

そ

れ
な

く

し

て
は
、

ロ
で
何

遍

G

L

O
B

A

L
、

F

A

I

R

と
言

っ
て
も

世
界

は

日
本

の
ビ

ッ
グ

バ

ン
を

信
用

し

な

い
だ

ろ

う
。

現

に
英

国

の
↓
げ
Φ

国
6
0
鵠
o
ヨ
尻
け
は

九

七
年

六
月

七

日
号

で

"
C

L

E

A

N

-
U

P

T

I
M

E

"

と

い
う
題

で

「
日
本

で
第

二
の
第

一
勧

銀

と
最

大

の
証
券

会

社

の
野

村
証

券
」

と
名

詣

し

で
総

会

屋

(O
o
壱

o
轟

8

国
×
8
H
自
〇
三
。。け
と
表

現

し

て

い
る
)

に
不

法

な
支

払

い
を

し
た

と
報

じ
、

且

つ

「
残

る
大

和

.
山

一
.
日
興

の
三
証
券

会

社
も

総

会
屋

の
O
叫
Φ
ω
ω¢
居Φ
に
負

け

な

い
で

い
ら

れ

る
理

由
は

な

い
」

と
明
言

し

て
お
り

、

世
界

の

目
は

厳

し

い

こ

と
を

物

語

っ
て

い
る
。

(国
8

口
o
ヨ
禦

発
表

後

予
言

ど

う
り

四
大
証
券

の
幹

部

が
軒

並

逮
捕

さ

れ
た
。
)

更

に
九

七
年

十

一
月

に
は

「
飛

ば

し
」

と

い
う

証
券

取

引

上

不
法

な

取
引

に
基

づ
く

膨

大
な
簿

外

損

失

に
端

を

発
し

て
自

主

廃

業

に
追

い
込

ま

れ
た

山

一
証
券

の
例

は

世
界

中

に

日
本

の
証

券
業

界

の
恥
部
を

曝

け

出
す

と
と
も

に
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
ど

こ
ろ

で

は

な

く

ま

つ
d
コ
団包
「
で

非

近

代

的

な

日
本

の
証

券

市

場

の

浄

化

と
近

代

化
が

先

で
あ

る

と

い
う

世
論

が
欧

米
金

融
界

に
巻

き
起

こ

っ
て

い
る

の
は
極

め

て
当

然

で
あ

る
。

@

大
蔵

行

政

の
抜

本
的

改
革

の
問
題

戦

後
金

融

行

政
全

般

を
各

種

規
制

の
下

に
推
進

し

て
き

た

大

蔵

省

が
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
で

は
政
策

推

進

の
立
場

に
あ

る

こ
と
は

極

め
て
皮

肉

な

こ

と

で
あ

る
。

し

か
も
、

金

あ
ま

り

政
策
・に
よ

り

バ
ブ

ル
を
演

出
し
、

バ
ブ

ル
崩

壊

後

の
終

戦
処

理

段
階

で
も

銀

行
系

ノ

ン
バ

ン
ク
救
済

で
は
国

の
財

政
負

担

で
賄

い
、

国
民

の
不
評

を
買

っ
た

大
蔵

省
、

更

に
は
都

銀
地

銀

の
多

く

に
頭

取

や
役

員

を

天

下
り

さ

せ

て

い
る

大
蔵

省

が
、
果

た

し

て
ビ

ッ
グ

バ

ン

の

メ

ニ

ュ
ー

を

推

進

で

き

る

か

と

疑
問

視

す

る

人

も

多

011

い
。

し

か
も
、

国

家

財

政

・
金

融

の
企

画

・
推
進

の
絶

対
的

権
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限

を

有

す

る

大

蔵

省

の
改

革

は

政

治

改
革

の
目

玉

で
あ

っ
た

が
、

今

の

と

こ
ろ

大
き

な
組

織
的

な
変

革

は
困

難

な
状

況

に
あ

る
。

も

し

、

ビ

ッ
グ

バ

ン
を

本

格
的

に
や

る

の
で

あ
れ

ば
、

護

送
船

団
方

式

を

推
進

し

て
来

た

同

じ
機

構

・
同
じ
系

列

の
組

織

が
推

進
す

る

こ

と
は

無

理
で
あ

る
。

↓
げ
①

国
o
o
口
o
∋
幹

の
九

七
年

六
月

二
十

八
日
付

け

日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン
特

集

「》

ω
霞

く
Φ
《
o
鴎
』
餌
O
黛。
コ
Φ
ω
Φ
甑
づ
餌
5
0
Φ
」

は

戦

前

か
ら

今

日
ま

で

の
日
本

の
金

融

行

政

を
振
り

返
り
、

一
九

三

七
年

の
戦

前

に
制

定

し
た

臨
時

金

利

調
整

法

が

戦
後

も

そ

の

ま
ま

残
り

、

六

〇

年
も

続

い
た

こ
と
を

挙

げ
、

如
何

に
政

府

が

金

融
を

規
制

・
監

督

し

て
来

た

か
を
述

べ
て

い
る
。

又
、

終

戦

直

後

財
閥

解
体

・
各
界

の
指
導

者

の
パ

ー

ジ

の
際
、

大
蔵

省

だ

け

は

占

領

政

策

上

温
存

さ

れ
、
..ω
o
≦
o
け

d
巳
o
頃
的
σ
霞

Φ
餌
¢
-

o
鑓
ω
覧
.が

継
続

さ

れ

た

と

述

べ

て

い
る
。

又
、

「
日
本

の
規

制

緩

和

の
最

大

の
障
害

物

は

大
蔵

省

で
あ

る
」

と
明
・'二。し

、

新
商

品

に

つ

い
て
も

「
多

分

マ
ー
ケ

ッ
ト

よ

り

自

分
達

の
方

が

知

っ

て

い
る

と
思

っ
て

い
る
」

と
述

べ
、

更

に

加
え

て

「
彼

ら

は
認

可
す

る

立
場

に
あ

る

が
、

残
念

な

こ

と
に
彼

ら

は

一
部

の
例
外

を
除

き
、

殆
ど

知
ら

な

い

こ
と
で
あ

る
。

何

故

な

ら
彼

ら

の
多

く

は
東
京

大
学

法
学

部
・出
身

だ

か
ら

」

と
改
革

の
困
難

さ
を

述

べ
て

い
る

こ
と

か
ら
も

、

こ

の
問
題

の
重
要

さ
を

物

語

っ
て

い

る
。更

に
、

本
年

一
月

十

五

日
元

大
蔵

省

幹
部

で
あ

っ
た
道

路

公

団

理
事

が
外

債

発
行

の
主
幹
事

指

定

を

め
ぐ
り

、

野

村
証

券

や

日
本

興

行
銀

行

ほ

か
都

銀

四
行

と

の
癒

着

汚
職

で
逮
捕

さ
れ
た

こ
と

は
、

「ブ

ル
ー

タ

ス
お

ま

え
も

か
」

と
怒

り

を

禁

じ
得

な

い
。

大
蔵

省

の
抜
本

的

改
革

な

く

し

て
は

ビ

ッ
グ

バ

ン
ど

こ
ろ

で

は
な

い
だ
ろ

う
。

国

個

人
資

・産

一
二
〇

〇
兆

円

の
問

題

ビ

ッ
グ

バ

ン
に

つ
い
て
大
方

の
識
者

は
先
ず

日
本

の
ビ

ッ
グ

バ

ン

の
目

玉

は

一
二
〇

〇

兆

円

の
個

人
資

産

だ

と
言

っ
て

い

る
。

果

た
し

て
そ
う

で
あ

ろ
う

か

?

こ
れ

が
変

わ
ら

な
け

れ
ば

ビ

ッ
グ

バ

ン

の
効

果

は
期

待

で
き

な

い
の

て
あ

ろ
う

カ

?

確

か

に

一
部

の
預
金

は
外

銀

の
外
貨

預
金

に

シ
フ
ト

さ

れ

て

い
る

が
全

体

か
ら

見

れ

ば
大
勢

に
影
響

を

与

え
る

ま

で

に
は
行

っ
て
な

い
。

日
本

の
個

人
資

産

の
特
徴

は
郵

貯

を
含

め
た
定

期

性

預
金

が

五

〇
%

以
上
を

占

め

て
お
り

、

次

の
点

を
勘
案

す

れ
ば
簡

単

に

他

に

シ

フ
ト

は
困
難

で
あ

ろ
う

と
思

わ
れ

る
。

又
、

も

し

困
難

で
あ

れ
ば
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
の
大

き

な
柱

の
ひ

と

つ
が
崩

壊
す

る

こ

と
に
な
り

、

推

進
論

者

の
論

拠

の
足

元

を

崩

す

こ
と

に
も

な

る
。

*
銀
行

の
定

期

性

預
金

に

つ
い
て

六
〇

〇
兆

の
定

期
性

預
金

は
都

銀

・
地

銀

・
信

用

金
庫

.
信

用
組

合

に
幅

広
く

預

け
ら

れ

て
お

り
、

史

上
最
低

の
金

利

に
も

102
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関

わ
ら
ず

増

加
傾

向

に
あ

る
。

日
本

入
が
預

金

を
す

る
主

な
動

機

は
多

く

の
調

査

で
も

分

る
よ

う

に
、

欧

米

先
進

国

に

比
し

て

劣

悪

な

社
会

保

障
制

度

を

反
映

し

将
来

の
生
活

保

障

の
た

め

に

止

む

を

得

ず

積

ん

で
来

た

歴

史

的

経

緯

に
あ

る
。

(
こ

の
点

は

簡

易

保

険

や

生
命

保

険
も

同
様

の
動
機

で
あ

る
。
)

こ

れ
が
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
の
進

行

と
共

に
、

株
式

や
投
資

信
託

や
民

間
年

金

等

に
米
国

の
よ
う

に

シ

フ
ト
す

る

と
言

わ

れ

る

人

も

多

い
が
、

果

た
し

て
そ
う

で

あ

ろ
う

か

?

一
般

の
多

く

の
日
本

人

は
、

昔

か
ら

投
機

的

な

運

用

に

は
か

な
り

抵

抗
感

が
あ

り
、

又
生
活

実
感

か

ら
毎

日

の
金

利

や
為
替

相
場

を
見

な

け
れ

ば
暮

ら

せ
な

い
よ

う
な

こ

と
は

好
ま

な

い
で

あ

ろ

う

(私

自
身

、

銀

行

員
出
身

で

あ

る
が
、

全

く

そ

の
気

は

な

く
、
又
多

く

の
元

同
僚

も

同

じ

よ

う

で
あ

る
)
。
↓
げ
Φ
国
o
o
鵠
o

ー

ヨ
δ
辞
も
前

記

特

集

号

の
中

で

日
本

人
は

霞

σq
げ

峯

ω
吋

国
貫
げ

菊
Φ
零
ヨ

よ

り
Z
o
空

ω
閃

窯
o

菊
Φ
ε

毎

を
望

む

国
民

だ

と
指
摘

し

て

い
る
。

む

し

ろ
、

他

国

に

比
し

極
端

な

ま

で

の
低
金

利

そ

の
も

の
が

問

題

で
あ

り
、

国

の
政
策

と
し

て
も

低

金

利

で
苦

し

ん

で

い
る

弱

い
羊

の
よ

う

な
国

民
多

数

を

リ

ス
ク

の
多

い
大

海

の
荒

波

に

追

い
や
る

よ
う

な

こ
と

は
す

べ
き

で
な

い
と
思

う
。

一
億

総

投

資

家

な
ど

の
愚
策

は
、

採

る

べ
き

で
は
な

い
。

ま
た

自

己
責

任

で

の
運
用

を

尤
も

ら
し

く

一
部
学

者

や
新
聞

が
強

調

し

て

い
る

が
、

国

民

に
安
定

し

た

生
活

を
保

障

す

る

こ
と

こ
そ

ま
ず

政
府

が
為
す

べ
き

こ

と
で
あ

る
。

*
郵

便

貯
A
皿
に

つ
い
て

二
三
〇
兆

を
超

え

る
郵

便

貯

金
も

そ

れ

が
欲

し

い
金

融
機

関

に

と

っ
て
は
何

と
か
民

営

化

し

て
、

お

こ
ぼ
れ

を
貰

い
た

い
と

思

う

だ

ろ

う
。

現

に
、

全

銀

協

は
政
府

に
要
請

を
し

て

い
る
。

し

か
し
、

今

の
ま
ま

で
民

営

化
し

た
場

合
、

東

京

三
菱

銀
行

の

五
倍

の
規
模

の
銀
行

が

誕

生

し
、

強

大
な
金

融

機

関

の
誕

生

と

な

る
為

、

全

銀
協

は
手

前

が

っ
て
な

分
割

を
唱

え

て

い
る
。

政
府

の
行

政

改
革
案

で

は
、

当
初

郵

政

三
事

業

の
う

ち
、

簡

易

保

険

に

つ

い
て
は
民

営

化

を

目
指

し
た

が
、

結

局

自

民
党

の

票

田

で
あ

る
特
定

郵

便

局

や
族
議

員

の
圧
力

で

五
年

間

は
民

営

化

し

な

い
こ

と
と
な

っ
た
。

し

か
し
、

マ
ス

コ
ミ
が

依
然

と
し

て

民

営
化

を
唱

え

て

い
る

状

況
や
郵

貯
資

金

に
依
存

し

て

い
た

大
蔵

省
管
轄

の
悪

名
高

い
財
政

投

融
資

の
推

移

で

は
民

営
化

論

の
再

燃
は
あ

り

得

る
状

況

に
あ

り
、

ま

た
郵

便

局

に
対

し
、

自

己

運

用

強
制

の
動

き
も

あ

り
、

現
状

の
ま

ま

の
運
営

は

困
難

と

な

る

可
能

性

は

あ

る
。

し

か
し

な

が
ら

、

当

面

は
郵

便
貯

金

二
三

〇
兆
、

簡

易

保

険

一
〇

〇
兆
併

せ

て

三
三

〇
兆

円

の
個

人
資

産

は

最

も
安

全

な
貯

蓄

と
し

て
存

置

さ

れ

る
見

通

し

と
な

り
、

ま

た
金

融

不
安
を

反

映
し

て
か

銀
行

か

ら
郵

便

貯

金

に

シ

フ
ト

し

て

い
る
最

近

の
状

況

か

ら
判

断
す

る

と
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
の
目
玉

で
あ

る
個

入
資
産

031

一
二
〇

〇
兆

円

の
約

三
割

に
達
す

る

分
は

は

当
面

は
余

り

移
転
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が
見

込

め
ず

、

ビ

ッ
グ

バ

ン
期
待

論

者

の
根

拠

の

一
部

が
崩

れ

る

こ

と
と
な

っ
た
。

㈲

市
場

の

一
層

の
投

機

化

.
不
安
定

化

ビ

ッ
グ

バ

ン
で
は
、

デ

リ

バ
テ

ィ
ブ

を

中

心
と

し
た

新
商

品

の

一
層

の
推
進

を

う
た

い
文
句

に
し

て

い
る
が
、

現
在

で
も

そ

の
規
模

は

実
態

経

済

を
遥

か

に
超

え
た
水

準

に
達

し

て

い
る
。

例

を
挙

げ

れ

ば

次

の
通
り
。

*
米

銀

の
デ

リ

バ

テ

ィ
ブ

取

引
残

高

は
、

想
定

元
本

ベ
ー

ス
で

二

一
兆

九

〇

〇
〇
億

ド

ル
、

参

加

五
〇

四
銀

行
中

、

九

四
%

を

大

手

八
銀

行

が
独

占
。

1

米
国

通
貨

監
督

庁

(O

C

C
)
九

七
年

三
月
期

報

告
1

(九

七
年

七
月

四
日
付

け

日
経
金

融
)

*
日
本

の
都

銀

の
デ

リ

バ

テ

ィ
ブ

の
九

七
年

三
月

末

残
高

は
、

想

定

元
本

ベ
ー

ス

で

一

一
ニ

ニ
兆

円

に
達

し

て

い
る
。

(九

七
年

七
月

十

二
日
付

け

ニ
ッ
キ

ン
)

上

記
金

額

は
現

状

で
、

米
銀

の
場

合

九

六
年

G

D
P

六
兆

九

〇

〇

〇
ド

ル
比

三

・
二
倍

、

都

銀

の
場
合

、

九

六
年
G

D

P

四

七

八
兆

円

比

二

・
四
倍

に
達
し

て
お
り

更

に

こ
れ
を
増

加

さ
せ

る

こ

と
は
、

一
層

の
投

機

化

が
推

進

さ
れ

る

こ

と
と
な

る
。

も

し
契

約

の
当
事

者

が

倒
産

、

政
変

そ

の
他

で
契

約

不
履

行

の
場

合

、

金

融
市
場

は
致
命

的

な
混

乱
も

予
想

さ
れ

る
。

特

に

日
本

の
場

合
、

欧

米
先

進

銀
行

に
比
し

技

術
的

に
も

か

な
り

の
遅
れ

を
見

せ

て
お

り
、

マ
!
ケ

ッ
ト

で

リ
ー
ダ

ー

シ

ッ

プ

を
取

れ

な

い
状

況

で
は
、

更

に
リ

ス
キ

ー

で
あ

る
。

更

に
、

七
兆

ド

ル
を

上

回

る

と

い
わ

れ

る

ユ
ー

ロ
資

金

や

四

兆

ド

ル
を

突

破

し

た

米
国

の
ミ

ュ
ー
チ

ュ
ア
ル

フ

ァ
ン
ド

(米

I
C

I

社
調

杳
=

九

七
年

八
月

八
日

ニ

ッ
キ

ン
)

な

ど

の
膨

大

な
資

金

が

日
本

金

融
市

場

の
自
由

化

に
伴

い
殺
到

し

て
来

た

場

合
、

マ
ー

ケ

ッ
ト

を

大

き
く

変

動

さ
せ

、

且

つ
、

リ
ー

ド
す

る

こ
と

と
な

り
、

マ
ー

ケ

ッ
ト

は

一
層

不

安

定
化

の
様

相

を

呈
す

る

だ

ろ
う

。

バ
ブ

ル

の
時

の
す

さ
ま

じ

い
外
資

の
流

入

と
流

出

は
ま

だ

多

く

の

日
本

人

の
記
憶

に
新

し

い
こ

と
で
あ

り
、

そ

の
再

現

は
絶

対

許

し

て
は
な

ら

な

い
こ

と
だ

ろ
う
。

又
、
デ

リ

バ

テ

ィ
ブ

で

は

コ
メ

の

一
粒
も

生
産

は
出
来

ず

、

世
界

の
経
済

に
何

の
プ

ラ

ス
に
も

な
ら

な

い
点

も
検

討

課
題

と

言

え

よ
う
。

㈲

純

粋
持

株

会

社

の
影

響

と
問

題
点

独

占
禁

止

法

の
改

正

に
よ

る
、

純

粋

持
株

会

社
は

九

七
年

臨

時

国

会

を
通

過

し
、

実
施

の

こ
と

と
な

っ
た
。

当
初

は
傘

下

子

会

社

の
総
資

産

の
制

限

や
、

持
株

比
率

の
制

約

な
ど

が
設

け

ら

れ
る

が
、

将
来

的

に
は
、

殆
ど

自
由

化

す

る
方

向

を
現

政
府

は

目
指
す

こ
と

と
な

ろ
う
。

そ

の
場

合

は
、
大
手

銀

行

・
証
券

会

社

・
生
損

保

会

社

.
各

種

大
手

メ
ー

カ
ー
等

に
よ

る
独

自

の
又
は

企
業
系

列

に
よ

る

巨

大

コ
ン
グ

リ

マ
リ

ッ
ト

の
市

場

独

占

の
傾

向
が
強

ま

る

こ
と

が

予

104
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想

さ

れ
、
中

小

の
企
業

に

と

っ
て
は
、
受

難

の
時

代

と
な

ろ
う

。

現

に
多

く

の
中

小
業
者

は
表

向
き

は

と
も

か
く
、

反
対

の
意

向

を
も

っ
て

い
る
。

朝

日
、

日
経

な
ど

一
般

紙

に

は

こ

の
よ

う

な

声

は

意

識

的

か

も

知

れ

な

い
が

余

り

掲
載

さ

れ

て

い
な

い

が
、

次

の

二
人

の
経

営
者

の
声

が

そ
れ

を

物

語

っ
て

い
る

。

*
東

映
会

長

岡

田
茂

氏

昨

年
、

長

野
県

で

開

か
れ
た

東
京

商

工
会
議

所

の
夏

期

セ

ミ

ナ
ー

で
、

富

士
銀

行

の
橋

本
会

長

が

「
国

内

と
外

国

の
銀
行

が

サ
ー

ビ

ス
競
争

を

し

て
、

利

用
者

の

使

い
勝

手

が
良

く

な
る
」

と
発
言

し

た
後
、

岡

田
氏

は
、

「
利
用
者

に

と

っ
て
良

く

な

る
な

ん

て
、

え

な

い
。

大
企
業

は

大
丈

夫
だ

ろ

う

が
、

ど

い
状
態

に
な

る
。
」

と
発
言

し

た
。

*

八
十

二
銀

行

頭
取

茅

野
実

氏

そ
ん

な

こ
と
は
あ

り

中

小
企

業

は

必
ず

ひ

同
氏

は

記
者

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

に
答

え

る
形

で

発
言
。

「
ビ

ッ
グ

バ

ン
は

大
金

持

ち

の
優

遇
策

で
す

。

普

通

の
庶
民

は

デ

リ

バ

テ

ィ
ブ

な

ど

買

わ

な

い
ん

で
す
。

車

も

三
台

あ

る
、

屋

敷

も
あ

る
よ

う
な

人
た

ち

が
運

用
益

を

あ
げ

よ

う

と
し

て

世
界

に
出

て
行

く

ん

で
す

。

ビ

ッ
グ

バ

ン
は

大
金

持

ち

の
た

め

の
も

の
で
す
。
」

因

規

制
緩

和

・
民
営

化

・
リ

ス
ト

ラ

に
対

す

る

世
界

の

レ
ジ

ス

タ

ン
ス

の
影

響

規
制

緩

和

は
、

民
営

化

や

リ

ス
ト

ラ

と
共

に
先

進
資

本

主
義

国

で
強

力

に
推
進

さ
れ

て

い
る

が
、

最

近

は

そ

の
よ
う

な

政
策

に
対
す

る

レ
ジ

ス
タ

ン

ス
や
手

直

し

の
動

き

が
世
界

の
各

地

で

目

立

っ
て
き

て

い
る
。

次

の
諸

現
象

が

そ

れ
を

物

語

っ
て

い
る
。

*
緊

縮

財

政

の
保

守

党

に
対

し
、

昨

年

の
英

国
総

選

挙

で

の
労
働

党

の
地
滑

り

的

勝
利

*
フ
ラ

ン
ス

に
お

け

る
社

会
党

・
共
産

党

の
連

立

政
権

の

誕
生

と

一
連

の
手

直

し
政
策

例

え

は
、

郵

便

局
員

の
若
手

五

〇
〇

〇

人

の
新

規

採

用
等

。

*
ド

イ

ツ
に
お

け

る

三
〇

万
人

の
郵

便

局
員

の
民
営

化

に
よ

る
リ

ス
ト

ラ

反
対

の
運
動

*
米

国

に
お

け

る
U

P

S

(
米
国

最

大

の
宅

配
会

社
)

の
十

五

日

に
亘

る

ス
ト

ラ
イ

キ

と
、

そ

の
結

果

と
し

て

の

一
万

人

の
バ

ー

ト

の
正
社

員

化

*

マ
レ
ー

シ

ア

の

マ

ハ
テ

ィ
ー

ル
首

相

が
国

際
的
投
資

家

ジ

ョ
ー

ジ

・
ソ

ロ
ス
氏

に

対
し

て
、

I

M

F

総
会

で

「
な
ら
ず

者

の
投

機
家

達

が

ア
ジ

ア

の
国

か
ら

富

を
奪

お
う

と
し

て

い
る
」

と
名

指
し

で
非

難

し
、

波

紋

を
呼

ん

だ
事

件

(
日
本

の
大
蔵

省

は
、

ソ

ロ
ス
氏

が
来

日

の
際

は
国
賓

待

遇

で
迎

え
た

と
新

聞

は
報

じ

て

い
る
。
)

こ

れ
ら

の
流

れ

は

多

か
れ

少

な

か

れ
、

世

界

の
先

051

進

国

の
規
制

緩

和

・
民

営

化

・
リ

ス
ト

ラ

の
流

れ

に
ブ

レ
ー
キ
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を

か
け

る
役

割

を
持

ち
、

今

後

日
本

に
も

影
響

は
あ

る

と
思

わ

れ

る
。

日
本

で
も

財
政

再
建

の
名

に
よ

る

消
費

税

ア

ッ
プ

、

医
療

費

の
大
幅
負

担
増

、

企
業

に
お

け

る

大
規

模

な
リ

ス
ト

ラ

と
失
業

増

加

な
ど

に
不
満

を

持

つ
国

民

の
怒

り

が
前

回

の
総
選

挙

や
東

京

都
議

会

選

挙
等

に
お

け

る
無

党

派
層

の
動

向

に

反
映

さ

れ

て

来

て

い
る
。

こ
れ
ら

の
世
界

と

日
本

国
内

の
動

向

は

規
制

緩

和

・
自

由

化

を

目
指

す

政
府

与

党

の
ビ

ッ
グ

バ

ン
の
展

開

に
影
響

を

及

ぼ
す

と
思

わ

れ
る
。

第
五
章

今
後
の
展
開

(
ま
と
め
)

第

一
章

か
ら
第

四
章

ま

で

ビ

ッ
グ

バ

ン
の
内
容

.
背

景

.
影
響

・
問

題

点

に

つ
き
、

現
時

点

で

の
段

階

で
論

じ

て
来

た

が
、

九

六

年
十

一
月
橋

本

内
閣

の
発
表

か
ら
、

約

一
年

余

り

の
間

に
各

審
議

会

の
検

討

・
各
業

界

の
動

向

・
マ
ス

コ
ミ

の
宣

伝
な
ど

で
、

好

む

と
好

ま

ざ
る

を

問

わ
ず
、

各
種
問

題

点

を

包
含

し
な

が

ら
も

動

き

出

し

て
お
り

、

そ

の
中

に
は
各

企
業

の
創

意

と
努
力

で
、

従
来

に

な

い
創

造

的
、

且

つ
キ

メ
細

か

い
業

務

展

開
、

顧
客

へ
の
サ

!

ビ

ス
改
善

、
株

主

総
会

の
公

開
、

閉

鎖

的

で
麟
鼠
巴
同
な

市
場

慣

行

の

変

革

な
ど

改
善

の
兆

し
も

多
く

出

て
き

て

い
る

の
で
、

そ

れ
ら

も

踏
ま

え
て
、

ビ

ッ
グ

バ

ン
推
進

に
当

り
、

国

民

経
済

の
立

場

か
ら

見

た
今

後

の
展

望

に

つ
き
、

特

に
留
意

す

べ
き
点

を

ま

と

め

と
し

て

次

に
挙
げ

た

い
。

O

ビ

ッ
グ

バ

ン
の
推
進

は

広

く
国

民

の
意

見

を

入

れ
、

多

数
国

民

の
利

益

に
繋

が

る
方

向

で
推
進

す

る
。

こ
れ
な

く

し

て

は
国
民

の
支

持

は
得

ら

れ
な

い
し
、

成

功
も

な

い
。

経

営
者

・
マ
ス

コ
ミ

・
学
者

を

中

心
と
し

た

政
府

任
命

の

一

部

の
審
議

会

メ

ン
バ
i

任
せ

に
す

べ
き
問

題

で
は

な

い
。

又
、

マ
ス

コ
ミ
も
も

っ
と
国
民

の
立
場

に
立

っ
て

公
平

な
報

道

を
す

べ
き

で
あ

る
。

そ

の
意

味

で

は
、

九

七
年

七
月

二
十

四

日
付

け

の
日
経

の
社
説

で

「
郵

政

三
事

業

の
民

営

化

を

タ
ブ

ー

視

し

て

は

財
政

改
革

は

で
き

な

い
。
」

と
軽

々
と
述

べ

て

い
る

が
、

誰

の
方

を

向

い
て

言

っ
て

い
る

の
か

極

め

て

疑

問

で

あ

る
。

⇔

世
界

の
国

々
と
対
等

な

立
場

で
相
互

の
利
益

を

尊
重

し
、

共

存

共

栄

を
図

る

観

点

か
ら

市
場

政
策

を
推

進
す

る
。

米

国

の
た

め

と

か
、

一
部

先

進
資

本

主

義
国

の
た

め

で
な

く
、

特

に
今

後

日
本

に

と

っ
て
重

要

な

ア
ジ

ア
諸
国

を

視
点

に

い
れ
た

市
場

政

策

を

展
開

す

る

必
要

が
あ

る
。

自

由
貿

易

を

唱

え

な

が
ら
、

ス
ー

パ
ー

三
〇

一
条

を
振

り

回

し
、

国

内

の
特

定

企
業

の
た

め
保

護
貿

易

を

進

め

る
米

国

政
府

に
対

し

て
は
、

毅

然

た

る
態

度

で
臨

む

べ
き

で
、

E
C

(電

子

商

取

引
)

に
関

す

る
大

統

領
特

使
派

遣

に
見

ら

れ

る

ビ

ッ
グ

バ

10s
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ン
が

ら

み

の

圧
力

に
は

屈

し
な

い
姿

勢

が
望

ま

れ
る
。

米
国

国

債

を

二
〇

〇

〇
億

ド

ル

以
上
持

ち
、

世
界

一
の
米

国
債

保

有
国

と
し

て
米

国

に
貢

献
し

て

い
る
わ

が

国

と
し

て
、

た
ま

に
は
買

わ

な

い
と

か
売

る

と
か

の
圧
力

を

か

け
る

位

の
態

度

を

政
府

に

期

待

し

た

い
。

(橋

本

首

相

が

九

七
年

訪

米

の

際

に

日
本

と
し

て

は
保

有
国

債

の
売

却

も

あ
り

う

る

と
発
言

し

た

だ
け

で
米
国

株

式

が
大
幅

に
暴

落

し

た

経
緯

は

如
何

に

日
本

の
保

有

米
国

債

が

米

国

財

政

に
貢

献

し
、

無

視

で

き

な

い

こ

と

を

示

し

て

い

る
。
)

㊨

大

ロ
フ

ァ
ン
ド

の
市
場

撹

乱
行
為

防

止

の
た

め

の
規

制

強

化

・
ル
ー

ル
化

を

行
な

う
。

日
本

経
済

の
正
常

な

発
展

を

阻
害

す

る
よ

う

な
投
機

筋

の
犯

罪

的

マ
ナ
ー

を

厳
重

に
取

り
締

ま

る

た

め

の
規

制

強
化

や

ル
ー

ル
化

は

重
要

な

課
題

で
あ

る
。

九

七
年

十
～

十

一
月

に

か
け

て
香

港

や
タ

イ

に
お

け

る
通
貨

不
安

の
際

に
お

け

る
海

外

か
ら

の
大

ロ
フ

ァ

ン
ド

の
動

き

な

ど

を

見

る

と
、

こ
れ

ら

の
国

々
と
も
連

携

し

て
、

対

応
す

る

こ
と

も

必
要

と
な

ろ
う

。

　四

総
会

屋

・
暴

力

団

対
策

を

徹
底

的

に
行

な
う

。

日
本

社

会

の

恥
部

で
あ

り
乍

ら
、

多

く

の
企

業

に
隠

然

た

る

影

響

を

持

つ
総

会

屋

・
暴

力
団

の
影

響

を
断

ち

切

る

こ

と
な

く

し

て
、

ビ

ッ
グ

バ

ン

の

モ

ッ
ト

ー

で

あ

る
O
δ
び
9ゆ
一
や
聞
巴
「
の

達

成

は

出
来

な

い
。

政

財
界

は
本

腰

を

挙
げ

て

取
り
組

む

必
要

が

あ

る
。

㈲

企

業

内

民
主

化

の
徹
底

を

図

る
。

ビ

ッ
グ

バ

ン
政
策

の
実

行
者

は
各
企

業

で
あ

る

が
企

業

内

の

国

際
標

準

化

は

殆

ど
な

さ

れ

て
な

い
と
言

っ
て
も

過
言

で
は

な

い
。

世
界

に
通

用

し

な

い
非

民

主

的

な

従

業

員

対
策

が

横

行

し
、

そ

の
感

覚

が
海
外

の
支

店

で
多

く

の
現
地

従
業

員

の
裁

判

問

題

を
惹

起

し

て

い
る
。

強
制

的

時

間
外

労
働
、

時

間

外

不
払

い
、

男

女

差
別

、

既
婚

女

性

の
退
職

強
要

、
組

合

活

動

へ
の
不
法

な
干
渉

、

不

明

朗
な

昇
給

昇

格
慣

行

等

々
枚
挙

に

い
と
ま

が

な

い
。

現
在

三
和

銀
行

の

一
九
名

に
よ

る
裁

判
闘

争

の
他
、

い
く

つ
か

の
銀

行

で

従
業

員

が
銀

行

を

相
手

に
裁
判

闘

争

を

行

な

っ
て

い
る
状
況

が
あ

る

が
、
当

然

で
あ

る
。
社
内

で
非

民
主

的

な

こ

と
を

し
、
外

で

「
フ

ェ
ア
i
」

で
あ

る
筈

が
な

い
。

非

近
代

的

な
企

業

内

に
お

け

る
民

主

化
は

ビ

ッ
グ

バ

ン
を

推

進
す

る

に
当

り
、

先
ず

着

手

す

べ
き

で
あ

る
。
最

近

の
朝

日
新

聞

の
社

説

で
、

銀

行

の
役

員

を

課
長

以
上

か
ら
選

挙

で
選

ぶ

と

人
事

も

か

な
り

透

明

化
し

、
最

適

な

人
材

が
選

べ
る

と

の
意

見

が
掲
載

さ

れ

て

い
た

が
、

一
連

の
不
祥

事

で
企

業

ト

ッ
プ

の

モ

ラ

ル
や
無
責

任

さ

・
無
能

力

さ
が

明
ら

か

に
な

っ
て
来

て

い
る

現
在

、

一
考

に
値

す

る
意

見

と
言

え
よ

う
。

㈹

大
蔵

行
政

の
抜

本
的

改
革

を

行
な

う
。

071

既

に
述

べ
た

よ
う

に
、

戦
後

の

日
本

の
金

融

行
政

全
般

を

推
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進

し

て
来

た

大
蔵

省

の
行

政

の
あ
り

方

は
抜

本

的

に
変

え

る

必

要

が
あ

る
。

銀
行

経

営

の
す

べ

て
に
干
渉

し

て
来

た
悪

し

き
慣

行
は

全
廃

し
、

各

銀
行

の
自

主

性

に
任
せ

る

べ
き

で
あ
り

、

一
部
都

銀

を

除

き

殆
ど

の
銀

行
ト

ッ
プ

に
天

下
り

派
遣

を

し

て

い
た
慣

行

な

ど

は
即

刻
廃

止
す

べ
き

で
あ

る
。

本

課
題

は
今

後

の
正
常

な
金

融
政
策
・を

推
進

す

る

上

で

の
最

重
要

な

課
題

と
言

え
よ

う
。

以

上

の
主

要

な

対
策

を

踏

ま

え
、

真

に
世
界

と

日
本

の
多

数

の

人

々
の
繁

栄

を

齎

ら
す

よ
う

な
経

済

・
金

融
政
策

を
多

く

の

関
係

者

の
意

見

を
採

り

上
げ

、

個

別

に
、

具

体

的

に
、

地
道

に

一
歩

一
歩
進

め
る

こ
と
を

提
起

し

て
、

現
時

点

で

の
ま

と
め

と

し

た

い
。

(し

ら

い

す
す

む
/

経

営

学

部
非

常
勤

講

師

)

参
考

文
献

本
稿

の
準

備

の
た

め
九

六
年

十

一
月

ビ

ッ
グ

バ

ン
政
策

発
表

後

主

に

下
記

文
献

を
参

考

と
し
た
。

一
、

新

聞

日
本

経

済

新
聞

日
経
金

融
新
聞

ニ

ッ
キ

ン

朝

日
新
聞

二
、

雑

誌

金

融

財
政
事

情

(
社
団

法

人
金

融

財
政
事

情

研
究

会
)

エ

コ
ノ

ミ

ス
ト

(毎

日
新
聞

)

↓
冨

国
8

8

慧

2

(
ロ

ン
ド

ン
国
8

コ
。
自

卑
社
)

ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド

(ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド

社
)

三
、

政
府

刊

行

物

一
九

九

七
年

版
国

際

比
較
統

計

(
日
本

銀

行
国

際

局
)

日
銀

月
報

(
日
本

銀
行

)

四
、
著

書

今

井

き

よ

し

『
図

録

日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン
』
東

洋

経

済
新

報

社
、

一
九

九

七
年

中

村

一
城

『
ビ

ッ
グ

バ

ン
で

銀
行

・
証
券

・
保

険

崩
壊

の
危

機
』

あ

っ
ぶ
る

出
版

社
、

一
九
九

七
年

日
本

経

済

新
聞

社
編

『ど

う

な

る
金

融

ビ

ッ
グ

バ

ン
』

日
本

経

済

新
聞

社
、

一
九

九

七
年

楠

本
博

『
日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン
の
す

べ
て
』
東

洋

経
済

新
聞

社
、

一
九

九

七
年

毎

日
新

聞

社
編

『
決

定

版
金

融

ビ

ッ
グ

バ

ン
』

週
間

エ
コ
ノ

、、、

ス
ト

臨
時

増

刊
、

一
九

九

七
年

山

田
弘

史

・
野

田
正
穂

編

『
現
代

日
本

の
金

融
』

新

日
本

出

版

社
、

一
九
九

七
年

伊
藤

友

八
郎
・『図

解

日
本

版

ビ

ッ
グ

バ

ン
が
見

る
見

る
わ

か

る
』

108



サ

ン

マ
ー

ク
出

版
、

一
九

九

七
年

圃

金

融

情

報

シ

ス
テ

ム
セ

ン
タ
ー

編

『平

成

九
年

版
金

融
情

報

シ

ス
テ

ム
白

書
』

財
経

詳

報

祉
、

一
九

九

七
年
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